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取組内容とその成果

プログラムの目的及び内容

本補助事業は、個別支援体制と相談業務の質の充

実向上を図ることで、学生が進路選択する上で自立

（律）的に動き出す力を引き出し、学生の進路決定に

おける満足度をさらに高め、早期離職などの抑制に

繋げることを目的とする。さらにこれらは、進路決

定プロセスにおいて学士力を高める取組であり、教

学部門と連携を取りつつ実施する支援によって、教

育力のさらなる向上に繋げることも目的とする。本

学では、2006(平成18)年度よりキャリアアドバイザー

制度「３年次秋学期から全学生に進路相談員を配当

し（１人あたり学生約 140 人担当）、個別の進路支援

を実施する制度」を導入し、学生の進路捕捉を行う

とともに、学生自らが自立（律）的に納得感の高い

進路選択をすることを目指して、個別支援体制を図っ

てきた。

今回の取組は、過去３年間の実績を基に、さらな

るキャリアアドバイザー制度の充実を図り、アドバ

イザー各々の相談業務の質を一層向上させることに

より、学生のキャリア開発センター利用率を促進し、

内定（就職）率の向上、学生の進路選択への満足度

をより高めることを目的とする。企業斡旋は、企業

の求める人材像と、受け持つ学生の能力と志向を把

握した上での適切な指導や、求人情報の速やかな提

供を目指す。またこれらの取組は、正課授業や教学

部門との連携を取ることで、学士力、教育力のさら

なる向上に繋がるものである。

到達目標

就職内定率の向上、学生進路捕捉の充実、学生満

足度の向上。

プログラムの実施内容

1．キャリアアドバイザーの業務品質向上のための定

期的な研修を実施する。

2．在学生向け「キャリアアドバイザーの個別支援に

対する満足度調査」、卒業生向け「進路決定に対

する満足度調査」、企業向け「本学卒業生に対す

る評価、並びに求人ニーズ調査」を実施する。

３．就職情報管理システムの活用強化のために、主

に３・4年生に対して積極的な利用の呼びかけを行

う。

4．キャリアアドバイザーによる受け持ち学生の進路

状況を月次で把握し、必要な支援が実施できるよ

うにする。

５．毎月開催されるキャリア開発委員会へキャリアア

ドバイザーが参加し、連携体制をより取れるよう

にする。また、キャリアアドバイザー毎に、教学

部門との窓口担当者を置き、より円滑に情報交換

ができる体制を継続する。

6．本取組により得られた成果や情報を報告書にとり

まとめ、キャリア開発センターより学内関連部門

へ報告を行うとともに学外へも公表する。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

学内では、どのような方法で周知徹底したのか。

キャリア開発センター長（教員）が座長となる「全

学キャリア開発委員会」という会議を、原則として

毎月定例で、第３週の水曜日に開催し、教学部門と

の情報交換を行ってきた。この会議の構成員は、大

学の各学群や大学院の教授会組織における「就職委

員」の教員、及び、キャリア開発センター／センター

長・部長・課長・担当員、及びキャリアアドバイザー

（代表４名）である。

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度
学生支援推進プログラム
〒194－0294 東京都町田市常盤町3758
学校法人 桜美林学園

学生と企業の橋渡しプロジェクト―アドバイザー制度の充実―

私立 桜美林大学
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２．当該プログラムの成果

（１）自己評価は、どのような観点で行ったか。

着実な就職内定率の向上、キャリアアドバイザー

による学生進路捕捉の向上及び、キャリアアドバイ

ザーに対する学生満足度の向上を観点とした。

（２）到達目標に達したか。

到達目標の１点目は、就職内定率の向上であった

が、2009( 平成 21) 年から 2011( 平成 2３) 年までの３

年間において、2009( 平成 21) 年度：8３.1％、2010( 平

成 22) 年度：90.6％、ら 2011( 平成 2３) 年度は現在集

計中であるが 90％を超える見込みであり、着実に就

職内定率は向上した。

到達目標の２点目は、キャリアアドバイザーに

よる学生進路捕捉の充実であったが、2009( 平成

21) 年から 2011( 平成 2３) 年までの３年間において、

2009( 平成 21) 年度：99.6 ％、2010( 平成 22) 年度：

99.2％、2011( 平成 2３) 年度は現在集計中であるが、

現時点で 9５％を超えており、毎年、進路捕捉は充実

した。

到達目標の３点目は、キャリアアドバイザーに対

する学生満足度の向上であったが、学生の満足度を

測る指標としては、卒業を間近に控えた４年生への

アンケート結果で判断した。このアンケートでは、

キャリアアドバイザーとの面談を就職活動期間に亘

り受けてきた学生 219 人から回答を得ることができ

た。アンケートにおいて、キャリアアドバイザーと

の満足度を聞いた設問では、満足と回答した割合が

74.５％（大変満足＋満足＋やや満足）であった。な

お、昨年度（2010( 平成 22) 年度）の４年生向け調査

結果において、キャリアアドバイザーとの個別面談

の満足度について満足と回答した割合は 71.9％であ

り、一昨年前（2009( 平成 21) 年度）では 67.３％であっ

たことから２年連続で満足度が向上している。

また、キャリアアドバイザーとの個別面談を行う

中で学生が実際に感じたこととして、「丁寧な言葉使

いや態度で接してくれた（90.9％）」「自分の話を充

分に聞いてくれた（89.0％）」の割合が昨年度に引き

続き高く、学生から評価されていることが分かる。

また、卒業後の進路満足度を聞いた設問では、満足

と回答した割合が 70.8％（大変満足＋満足＋やや満

足）であった。これらの結果より、着実に満足度は

向上した。

（３）具体的な成果は何か。

定期的なキャリアアドバイザーに対する研修によ

り、学生目線に立ったカウンセリング業務が可能と

なり、各キャリアアドバイザーが平均的に学生に信

頼感を与えられる存在となってきている。

キャリアアドバイザーによる月報提出と月次の定

例会議は、進路捕捉状況の確認や各種の情報共有に

は絶対不可欠であり、特に会議は状況に応じて複数

回行なうこともある。なお、キャリアアドバイザー

は、カウンセリング業務のみならず、各種就職支援

のための学生向けセミナーの運営や講師も務めるた

め、月報提出や会議の開催は、キャリア開発センター

の運営全ての根幹となった。

キャリアアドバイザーが教学部門との接点となる

全学キャリア開発委員会に出席することで、教員サ

イドとアドバイザーとの意思疎通や信頼関係が増し、

情報共有と連携が活発になった。

学生満足度調査や、企業から本学学生に対する評

価の調査を得ることで、アドバイス方法の見直しや、

本学学生の特徴を客観的に見据えた形での支援が可

能となり、大変役立った。

OBIRIN キャリアナビの導入で、自宅や外部から

でも手軽に求人情報が入手できるため、学生からは

大変好評である。またこのシステムは、キャリアア

ドバイザーの相談用デスクでも活用しているため、

相談中における就職斡旋にも役立った。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

就職活動を迎えた学生への、さらにきめ細かい就

職支援策として活用する。

２．今後の計画

2012( 平成 24) 年度以降も、上記「プログラムの目

的及び内容」に則してプログラムの継続を図る。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

上記キャリアアドバイザー制度での支援サービス

を在籍期間中（３月 ３1 日まで）、継続して提供する。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

上記キャリアアドバイザー制度での支援サービス

を、卒業生に対しても継続して提供する。
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視察日：2012(平成24)年10月29日（月）

総　 評

本学では、学生の進路指導の実施に関して学生の

動きを受け身で捉えるのではなく、大学側から積極

的に働きかけるという方針のもとで、キャリアアド

バイザー制度を設けた。学生のキャリア開発の支援

を行うキャリア開発センターに、現在総勢 16 名の

キャリアアドバイザーを専門職として配置して学生

の進路指導に当らせ、事務系の職員はマネージメ

ントに徹している。アドバイザーはいろいろな業

界、業種で経験を積んだ 60 歳前後のベテランから

構成されている。アドバイザーは対象となる ３、4

年生約 4,000 人を一人当たり 2５0 名を担任として受

け持っている。面談は学生からの予約申し込みによ

り、1 回 40 分で行っている。面談では、進路、就

職に関する多岐にわたる相談に与り、自己分析、業

界分析に関することから、エントリーシートや履歴

書の添削、面談やグループディスカッションの指導

など、学生が直面する問題によろず相談に乗ってい

評 定 ： Ｓ

評定理由(総論)

2006( 平成 18) 年から始めたキャリアアドバイザー

(CA) 制度をこの補助金を利用してさらに充実さ

せ、 CA をスーパーバイザーによる定期的な研修

を行うことで、 CA の相談業務の品質を高め、 学

生の信頼を向上させ、 それが十分に就職支援活動

に機能している点は特に優れている。 CA の個別

支援体制を構築し、 全学生に担当の CA を配置し

て学生の進路状況を常に把握し、 適切な支援を行

おうとしている点は特色のある支援体制である。

補助金を利用して 16 名まで人数を増やし、 当初の

外部委託から内部の選任スタッフへ移行させ、 支

援体制の充実を図ってきたが、 今後補助金が終了

した後の CA 制度を全学体制で進化させれば、 非

常に良いモデルケースとなることが期待できる。

評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

る。

学生の相談件数は、多いもので 20 ～ ３0 件に上る

ものもいて、活況を呈している。アドバイザーは学

生の面談に対応するほか、求人企業開拓や就職イベ

ント（キャリアフェスタ）の企画にも協力している。

アドバイザーのスーパーバイジング（研修）にも力

を入れており、週 1 回のミーティングで学生の捕捉

状況や内定状況などの情報共有を図り、３ヶ月ごと

にスーパーバイザーによる研修を受けている。この

ような体制の結果、内定率も毎年向上し、2011( 平

成 2３) 年度 90.6% を達成し、学生の捕捉率は 99％以

上、また学生の満足度も 7５％を得ている。

個別事項

少なからぬ経費を投じて学生のキャリア開発支援

を行っており、昨今の学生の希薄な危機意識や積極

性に対する有力な解決策であろう。その一方、学生

の依存心を助長する弊害も指摘されようが、それは
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この制度の運用次第であろう。本学では、予約は学

生からの申し出であり、面談の内容もカウンセリン

グを中心とし、課題を設定しながら進めていけば、

最初は問題意識のなかった学生もそのうち就職活動

に自分のこととして取り組んでいくことは、ヒアリ

ングをした学生も話していたことである。

学生に対するキャリア支援は、個々の学生への対

応となり、業界と学生に関する詳細な情報が必要と

なり、何よりも時間を要する仕事であり、教員や事

務職員が片手間にできるようなものではない。本学

における成果が、そのことを裏付けている。

現在は相談の継承性や学生への責任をもった対応

をすることから、学生からみれば一人の固定したア

ドバイザーが割り当てられているが、もっと柔軟な

運用も考えられるであろう。アドバイザーはいろい

ろな業界からの出身者がいることから、面談の内容

によっては学生がアドバイザーを選んだり、アドバ

イザーがほかのアドバイザーを紹介したりするよう

なことも考えられる。また、アドバイザーとの相性

の問題もあるので、学生が複数のアドバイザーの中

から相談相手を選ぶことや、アドバイザー自体に関

するアドバイザーを置くことなど、いたずらに学生

にアドバイザーへの忌避感をもたせるだけでなく、

初めて社会との接点で困難に直面する学生への配慮

も必要となろう。満足度 7５％で満足せず、運用の

仕方を考え直してみる余地がありそうである。


